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法政大学体育研究センター紀要

－はじめに－

本学一部（昼''Ⅱ部）保健体育(Ｊ１究室では、'1N和３４年以来、新入生を対象に正課体育授業開始時

に迎動適性検査を実施してきた。illlI定内容は身長・体重・IlIIlljl1などの一般)|ソ態計ilU、ITlj活最・背筋

ﾌﾞﾉなどの機能lIIl定、そして、走・跳・投など迎動能力である。平成４｛|ﾐ度から反復横跳び、立位体

前屈を新たに､||えより客観的なデーターの集計に努めた。また、これらの資料は体育実技や講義に

積極的に活)|]すると共に、学1k'二|身が入学||寺の|÷|己の体ﾌﾞﾉを正確に認識することにより、学生生活

の'二１１で連動・スポーツなどを実践する場や将来の生活設計における健康観、身体に|己管nMに/ljiかせ

るための基礎資料として役立てている。

測定期間、平成８年４月１２Ｈ（金）～l８Ｈ（木）、各学部の授業||寺毎に実施した。

iillI定場所、法政大学多摩総合グランド及び総合体育鮒。

また、今回は本学以外に立教大学、に１１火大学などの協力を１Mしたので、それらのil1I定結果の資料を

含め比較検討してみたので報告する。

(1)１９９６年度の運動適性検査の結果

表－１～表－４は、運動適性検査の結果を形態、機能（体力診断テスト項Ｈ）・連動能力に分け、

学部別・年令別・リ)女別にそれぞれの平均値及び標準偏差、そして最高値、最低値を表したもので

ある。

衣－１形態一女子一

女子形態各項|=|の平均値では、各学部''１１、イIﾐ令ｌＩＩｌで測定人数の差異があるが、Ｌ学部の１９才が

身長、体重、胸|、、脈高のすべての項|=|において高い値であった。また、体重で経営学部が他学部

と比較して僅かながら低い値であった。

表－２形態一男子一

リ)子形態各項|=|の平均値では、法学部、文学部、経済学部の２０才が体重及び座高において、他

学部を比較してそれぞれ高い値であった。また、lIillljllでは全学部共に２０才が他の年令と比較して

宿iい(直であった。

表－３機能（体力診断テスト）連動能力一女子一

女子の機能（体力診断テスト）の各項同のｴlz均仙では、立位体前屈で１８才の経済学部が高い１１１（

を示したのに対し、社会学部の１９才は他学部と比較して極めて低い値であった。また、l川Iｉｆ量、

正iILI跳びにおいては工学部が、背筋力においては経営学部が他学部より高い値を示した。

－５２－ 



本学一部学生の入学時における体格・体力について
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女子の運動能力の各項目の平均値では、５０ｍ走で社会学部の１８，１９才が他の学部と比較し

仰かながら劣っている値を示し、走I幅跳びでは経営学部が、砲丸投げでは工学部が他学部と比べ高

い値を示していた。

女子の機能、運動能力においては、各項目を総合的にみると経営学部、工学部、経済学部が少々

他学部より高い平均値を示しており、高いレベルにあることが挑察できる。

表－４機能（体力診断テスト）運動能力一男子一

リ)子の機能（体力診断テスト）の各項'三|の平均値では、l1ilj活最で文学部、背筋力では経営学部と

経済学部が、また、握力では法学部と経済学部が共に他学部より少々高い値であった。Iii直跳びと

立位体前llIlにおいては経済学部が各年令いづれも高い値を示し、社会学部、文学部では平均ｲiI1iの低

さがみられた。

ｿ)子の運動能力の各項目の平均値では、１００ｍ走の経営学部、経済学部が他学部の平均値を上

回っており、低い平均値を示したのは社会学部の１９才、２０才であった。８００ｍ走においても

ﾈ|:会学部は各年令別平均値でいずれも最低のIiIiであった。走Ｉ胴跳びにおいては経営学部と経済学部

が他学部と比べ各年令共に高い値であったが社会学部、文学部の１９才、２０才は低い伯であった。

砲丸投げでは社会学部の２０才が他学部より平均値が突11)して高かった。

リj子の機能（体力診断テスト）項'二|そして運動能力を学部別にみると肺活量を除くすべての項'二ｌ

で文学部が、また、各項|=|総合的に比較検討すると文学部と社会学部の値が他学部より低い傾向に

あることが平均値から推察できる。

(2)ｌＩ１Ｉ定項'三}別平均|直における鮫高値及び最低値の学部間比絞

表－５，表－６は測定項目別平均値における学部''１１の最高値、最低値を比較したものである。そ

れぞれの項目の平均値の最高値、最低Ｉ1画との差を算ＩＩＬ、ｔ検定によりその有意差を表した。

表－５の女子の形態では、１９才の身長、体重、胸囲、座高すべての項目で有意な差がみられた。

身長では工学部の最高値１５９．７２ｃｍと最低値、経営学部１５７．４０ｃｍとの差２．３２ｃ

ｍ、体重も|司Ｃで工学部５１１１ｋｇと経営学部４８．４５ｋｇとの差２．６６ｋｇ、llklll)|:|はＬ

学部８４．４４ｃｍと経営学部８２．０８ｃｍの差２．３６ｃｍ、座高においても工学部８５．８

９ｃｍと経済学部８４．７４ｃｍの差１．１５ｃｍなど他かながら有意差が認められた。

表－５の男子の形態では、身長を除く１９才で有意な差が体軍にみられた。体重では工学部６４．

９３ｋｇと法学部６２．１８ｋｇとの差、胸囲で社会学部８８．６７ｃｍと工学部８６．８２ｃｍ

との差、そして、座高でも社会学部９１．５６ｃｍと経済学部９０．６９ｃｍとの差において仲か

ながらの有意差がみられた。

このように形態と身長、体重、lllill〃|、座高では男女共に最高値と最低値とのｉＩＭでは僅かな有意性

－５６－ 



本学一部学LIiの入学時における体格・体力について

平均(直における各学部間の最高値及び最側直の比較

平均値における各学部間の最高値及び最低値の比較

機能（体力診断）運動能力（男子） (女子） 表－６

’ 
－５７－ 

最副直
年齢

学部
高平均値

学部
低平均値 差

有意差
ｔ検定

最高｛UHi
年齢

学部
高平潮直

学部

低平均(道 差
有意差

ｔ検定

身長
c、

１９ 文学
172.34 

法学
１７１． 1２ 

1.22 1.848 身長
Cl、

１９ 工学
１５９． 7２ 

経営
１５７． 4０ 

2.32 2.021 

体重
k９ 

１９ 工学
64.93 

法学
62.18 

2.75 3.959 体重
k９ 

１９ 工学
51.11 

経営
48.45 

2.66 2.008 

胸囲
c、

１９ 社会
88.67 

工学
86.82 

1.85 2.899 胸囲
c、

１９ 工学
84.44 

経営
８２ ､0８ 

2.36 2.183 

座高
c、

１９ 社会
91.56 

経済
90.69 

0.87 2.438 座高
CUI 

１９ 工学
85.89 

経済
84.74 

１．１５ 2.378 

稲能（里子） （女子）表－５

最高
年 直胎

学部
高平均値

学部
低平均値 差

有意差

ｔ検定
最高値
年齢

学部
高平均値

学部

低平均値 差

有意差
し検定

肺活量
、１

１９ 文学
3881.30 

経済
3690.53 

190.77 2.233 肺活量
､１ 

１９ 工学
2611.63 

経営
2409 ､０９ 

202.54 1.983 

背筋力

ｋ９ 

１８ 経済
１３８． 7８ 

社会
126.17 

12.61 4.864 背筋力
ｋ８ 

１８ 経営
75.16 

法学
64.10 

11.06 3.971 

握力右
k９ 

１９ 工学
48.64 

経営
46.49 

2.15 3.402 握力右
k8 

１９ 経済
31.06 

経営
25.29 

5.77 5.623 

握力左
k８ 

１９ 工学
45.60 

経営
42.79 

2.81 4.808 握力左
k８ 

１８ 工学
28.22 

経営
２３ ､1９ 

5.03 3.993 

反復横跳
回

１８ 経営
40.79 

社会
37.34 

3.45 46687 反復横跳
回

１８ 法学
35.07 

経済
30.38 

4.69 4.023 

垂直跳び
c、

１８ 経営
58.66 

文学
51.28 

7.38 7.036 垂直跳び
c、

１８ 工学
41.53 

文学
35.59 

5.94 6.438 

立位体前屈
Ｃｌｌｌ 

１８ 経済
9.83 

文学
6.11 

3.72 4.072 立位体前屈
Ｃｌ、

１８ 経済
11.99 

社会
8.98 

3.01 2.241 

100m走
sｅｃ 

１８ 経営
14.08 

社会
15.11 

-1.03 -9.717 50M走
sｅｃ 

１９ 経営
8.88 

社会
9.27 

-0.39 -2.669 

800ｍ走
sｅｃ 

１８ 経済
196.10 

社会
209.85 

-13.75 -5.352 

走聴Hｉｊｂ
ｃｍ 

１８ 経営
４５０． 9４ 

文学
416.84 

34.10 4.891 定幅跳
ｃ、

１９ 経営
３４０６ 0３ 

文学
305.58 

34.45 3.783 

砲)Ij役
c、

１９ 工学
７９３ ､8４ 

文学
752.13 

41.71 ３．００８ 砲丸投
c、

１８ 工学
４３３． 7３ 

経済
372.79 

60.94 4.868 
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本学一部学生の入学時における体格・体力について

しかみられなかった。

表－６の女子の機能（体力診断テスト）運動能力では、すべての項目で最高値と最低値の差に有

意性が認められた。特に顕著に有意差が認められたのは、llTlj活量、立位体前屈、５０ｍ走を除く７

項目である。背筋力の１８才、経営学部７５．１６ｋｇと法学部６４．１０ｋｇとの差、握力（右)、

１９才で経済学部３１．０６ｋｇと経営学部２３．１９ｋｇの差、握力（左）の１８才工学部２８．

２２ｋｇと経営学部２３．１９ｋｇの差、反復横跳びの１８才法学部３５．０７回と経済学部３０．

３８回の差、走幅跳びで１９才経営学部３４０．６３ｃｍと文学部３０５．５８ｃｍの差、砲丸投

げ１８才工学部４３３．７３ｃｍと経済学部３７２．７９ｃｍの差、なかでも垂直跳び１８才工学

部４１．５３ｃｍ、文学部３５．５９ｃｍとの差５．９４ｃｍは極めて高い有意差が認められた。

表－６男子の機能（体力診断テスト）運動能力では、lliIj活量から砲丸投げまですべての測定項目

において平均値の最高値と最低値の間で有意差が認められた。機能（体力診断テスト）測定で著し

い有意'性が認められた項目は背筋力の１８才経済学部１３８．７８ｋｇと社会学部１２６．１７ｋ

ｇとの差、握力（左）１９才工学部４５．６０ｋｇと経営学部４２．７９ｋｇの差、反復横跳び1

８才の経営学部４０．７９回と社会学部３７．３４回との差、垂直跳び１８才経営学部５８．６６

ｃｍと文学部５１．２８ｃｍ、立位体前屈の１８才経済学部９．８３ｃｍと文学部６．１１ｃｍと

の差である。また、運動能力では１００ｍ走１８才経営学部１４．０８秒と社会学部１５．１１秒

との差１．０３秒が著しい有意性が認められた。８００ｍ走１８才経済学部１９６６１０秒と社会

学部２０９．８５秒の差、走幅跳び１８才経営学部４５０．９４ｃｍと文学部４１６．８４ｃｍの

差３４．１０ｃｍなどが高い有意な差であった。

このように表－６の機能（体力診断テスト）運動能力においては、男女共にすべての測定項目で

有意な差が認められたほか、平均値の最高値においては、経済学部、工学部がそれぞれ各項目の平

均値を、そして、文学部、社会学部に最低値の多い傾向がみられた。

(3)形態指数

表－７，表－８は男女別、学部別の形態指数である。

男女共、ローレル指数、比胸|丼|が加齢と共に漸増がみられ、比背筋力などは加齢と共に減少して

いく傾向が各学部にみられた。このような傾向は発育発達の完成期特有の現象である。また各学部

の数値に大きな差異はみられなかった。これら（表－７、表－８）指数の結果を総合的に評価すれ

ば、日本人の体力標準値（参考文献）の各年令の数値とほぼ同等のレベルにあることを本学学生の

数値から読み取ることができる。

(4)他大学との平均値における比較

立教大学、中央大学、法政大学（一部)、中央大学（夜間部)、法政大学（夜間部）の１９９６年

度の体力測定結果をそれぞれ表９－１～表９－２に男女の形態計測、身長、体重、胸囲、座高の冬

－５９－ 
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平均値を、表９－３～表９－４に、機能（体力診断テスト）計iillI、反復横跳びから踏台昇降連動ま

での７項目の各平均値として表にしたものである。そしてそれらの各項[lの平均値を図１－１～図

１－４に女子、図２－１～図２－４に男子の形態計illlIの結果をそれぞれ図示した。

また、機能（体力診断テスト）の平均価は図３－１～図３－７に女子、図４－１～|叉１４－７に男

子をliTl様の方法により図示したものである。形態、機能（体力診断テスト）項|='共に未計ilIllの大学

があるが大学生の男女の傾向が表及び図から推察することができる。

形態の女子では胸囲と凶K高において本学学生が徹かではあるが平均値が高い。その他の項|=|では

本学夜''Ⅱ部の体重が突１１Ｉして高いがIBl々の数||直にｲ|]当のバラツキが標準偏差からうかがえられる。

形態の男子では、座高において平均値が他大学と比べやや高いと云えるが、総体的には大学'１１]の
差は極めて小さい。

これらの形態においてはり)女共に大学間の差が総体的には僅かで有意差が認められないことから、

近年の大学生の体格の数値的傾向を把握することができた。

機能（体力診断テスト）の女子では、肺活量、握力、蹄台昇降運動を除く他のすべてのiillI定項'三｜

において他大学と比較し、極めて低い平均値である。特に素速い動きを要求される反復横跳び、そ

して瞬発力の垂直跳び、柔１１次性の立位体前屈などの項１１ではその差は極めて有意なものであった。

機能（体力診断テスト）のり)子では、本学学生が掘力の平均値で最も高いが、その他の項'二|のう

ち、反復横跳び、垂直跳び、立位体前１１１１では他大学と比べ、極めて平均値が劣っており、その差も

有意なものであった。この機能計ｉｌｌｌの結果でも女子と同様に素速い動きの運動に弱さのある事がい

える。

表９－１１９才女子形態

身一（c､）休電（【､） 座高（c､）
Ｍ 

表９－２１９才男子形態

身長（dll）体璽（dll）胸囲（cI11）１躯高（cIu）
ＭＳ.，．ＭＭＭ 

－６０－ 

身 芝（c､）
Ｍ S､、．

体ｒｌ
Ｍ 

Ｉ (c､） 
S､1)． 

１１ 
Ｍ 

］（()Ⅲ） 
S､1)． 

座高（c､）
Ｍ S､，． 

立教大学 158. 5.05 49.48 4.73 82.58 4.35 

中央大学 159.28 5.05 51.11 5.Ｍ 82.88 4.60 83.94 3.00 

法政大学 158.48 5.00 50.36 6.20 83.32 4.64 85.23 2.96 

中央大・夜間部 158.69 4.85 51.73 6.89 82.63 5．０１ 83.27 3.27 

法政大．夜間部 157.63 4.37 53.04 8.83 83.73 4.43 

身長（c､）
Ｍ S､1)． 

本ロ
Ｍ 

ｉ（cI11） 
S､、．

胸 －１ 
Ｍ 

】（ＣｌⅡ）
S､，． 

座高（cIu）
Ｍ S､、．

立教大学 172.30 5.42 62.74 7．０１ Ｍ､2９ 4.45 

中央大学 172.28 5.83 63.91 9．１１ 88.56 6．５２ 89.85 3.60 

法政大学 171.72 5.56 64.19 9.40 88.08 6．０６ 91.18 3.19 

中央大・夜間部 171.26 5．６２ 64.49 10.03 89.16 6．８２ 89.28 3.83 
の〃

法政大．夜間部 171.88 5．４１ 64.82 10.13 88.03 6.88 
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本学一部学生の入学時における体絡・体力について

まとめ

１９９６年度、本学学生の入学時における形態、機能（体力診断テスト項目)、運動能力をiI1Il定

結果からみると、形態における身長、体重、胸Ull、座高では、各学部間、年令等で平均値で僅かな

差異があるものの男女共に、全国水準レベルにあることが推測できる。また、従来までみられた都

市型特有の痩身的傾向は平均値、ローレル指数等から考察すれば、やや緩和の方向がみられる。し

かしながら、機能（体力診断テスト項'二1)、述動能力では、相変わらずここ数年平均値に変化はな

く、走力や敏捷性、瞬発力などの動きを伴う測定項Ｈや立位体前ｌｉＴＩなどの柔11次度においては、他大

学の測定値と比較しても著しく劣っていることがこれらの結果に表れていた。

運動適性検査は当日の天候、測定'11N序、ｊ'''１定の正碓さ、仙人の体調、連動の経験数が記録として

大きな影響を受けるが、平均値の低下傾向が今後も継続的に表れるとすれば、極めて危愼されるＩＨＩ

題として我々は深刻に受けlLめなければならない。
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立教大学・中央大学・中央大学夜間部・法政大学夜間部

１９９６年体力測定データ
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